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三重県員弁郡付近の東海層群火山灰層

吉川周作＊吉田史郎＊＊服部俊之＊＊＊

YosHIKAwA，S．，YosHIDA，F．and　HATToRI，T．（1988）　Volcanic　ash　layers　of　the

　　Tokai　Group　in　Inabe　area，Mie　Prefecture，central　Japan．B認Z．σθoZ．S岬u．

　　」αpαπ，vol．39　（10），p．615－633．

Abstract：The　latest　Miocene－early　Pleistocene　Tokai　Group　is　widely　distributed

around　Ise　B＆y　and　composed　of1＆custrine　and且uvial　deposits　such　as　gravels，

sands　and　muds　with　lig』nites　and　volcanic　ash　seams．

　　The　Tokai　Group　in　the　Inabe　area　are　about1，200m　in　thickness　and，are

divided　into　the　Biroku，Kono，Ichinohara，Oizumi（Tara）and：Komeno　Forma－
tions　in　ascending　or（1er，containing　at　least　thirty　volcanic　ash　layers．

　　Stratigraphy，　1ithology　an（1　petrography　of　the　volcanic　ash　layers　are

investiga．ted，and　the　following　results　are　obtained．　1）Lithologic　and　petro－

graphic　properties　of　each　ash　layer　are　made　clear　and　summarized　in　Fig．4，5，

6，7　and．Table1。　2）Base（1upon　the　stratigraphic　position　and　properties　of

volcanic　ash　layers，the　correlation　among　the　Tokai，：Kobiwako　and　Osaka

Groups　is　proposed　as　shown　in　Fig．9。The　Karegawa　volcanic　ash　layer，
which　is　the　most　useful』marker　bed　in　the　Tokai　Group，is　correlated　with　the

Gokenjaya　volcanic　ash　layer　of　the　Kobiwako　Group　and　also　the　Fukuda

volcanic　ash　layer　of　the　Osaka　Group、Furthermore，the　Ichinohara　and　Tara

volcanic　ash　layers　of　the　Tokai　Group　can　be　corre1＆ted　with　the　Masugi

volcanic　ash　layer　of　the：Kobiwako　Group　and　the　Pink　volcanic　ash　layer　of　the

Osaka　Group　respectively。

1．はじめに

　伊勢湾周辺の丘陵地には，中新世末期あるいは鮮新世

から更新世前期にかけての地層が広く分布する．未固結

の礫・砂・シルト・粘土からなり，全層厚2，000mに

達するこの地層は，東海地方に新第三紀から第四紀にか

けて存在した東海湖（竹原ほか，1961）に堆積した一連

の地層であることから，一括して東海層群と呼ばれる

（石田・横山，1969）．東海層群は，近畿地方に発達する

琵琶湖周辺の古琵琶湖層群や大阪湾周辺の大阪層群とと

もに，第二瀬戸内累層群を代表する地層である．

　東海層群中には多くの火山灰層が挟まれ，詳細な層序

確立・広域にわたる地層対比のための鍵層として重要な

役割を果たしている．

　東海層群の火山灰層の研究は，石田・横山（1969），

YoKoYAMA（1969）によって最初に行われ，一部の火
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山灰層の岩相・重鉱物組成やガラスの屈折率が明らかに

された．そして各地域の東海層群の火山灰層の対比，古

琵琶湖層群・大阪層群との火山灰層の対比も若干の火山

灰層（デイサイト，パミス火山灰層）について行われた．

　その後，森（1971a，b），糸魚川（1971），小牧団研

（1971），牧野内（1975），宮村ほか（1976，1981），和田

（1982），竹村（1983，1984），吉田（1984，1987，1988），

吉田・尾崎（1986）などによって，各地域ごとの火山灰

層序学的研究や一部の火山灰層の特徴記載（主に岩相・

重鉱物組成）の研究が行われた．これらによって各地域

間の東海層群火山灰層の対比が検討され，前述の火山灰

層対比に修正が加えられた．しかし，東海層群の火山灰

層の系統的な研究はまだ行われているとは言えない．

　筆者らは，1970年以降に急速に進展した東海層群の

火山灰層序学的研究の成果を基本として系統的に東海層

群火山灰層の特徴（岩相・岩石記載的性質）を明らかに

し，各地域の東海層群の火山灰層の対比，更には近畿地

方の第二瀬戸内累層群（古琵琶湖層群・大阪層群）との

対比を行うことを主目的に現在研究を進めている．
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第1図　伊勢湾周辺の地質概略図枠内が調査地域

本論文では，東海層群上半部の典型的な層序が発達す

る三重県員弁郡付近（第1図）の火山灰層について，そ

の岩相・岩石記載的性質（鉱物組成，ガラスの形状・屈

折率，重鉱物組成など）を報告し，主要な火山灰層の対

比を行う．

本研究を進めるに当たって，愛知県埋蔵文化財センタ

ー森勇一，名古屋市立富田高校中山勝博，大阪市立大学

百原新・宮田英嗣の各氏には，有益なご討論をいただく

とともに，火山灰試料の採取にご協力いただいた．以上

の方々に心から感謝する．

2．三重県員弁郡付近の東海麟群の層序概説

　　　　　　　　　　いなべ伊勢湾西岸北部地域の三重県員弁郡付近に分布する東

海層群の層序学的研究は，松井（1943），安田（1949），

嘉藤（1957），横山（1971），森・木村（1973），宮村ほ

か（1976），竹村（1983，1984），吉田（1988）などの数

多くの研究がある．このうち，詳細な火山灰層序学的研

究は，横山（1971），宮村ほか（1976），吉田（1988）の
　　ほくせい　　　　　　　　　　　　　　　ようろう　かみいしず
員弁郡北勢町北部・藤原町から岐阜県養老郡上石津町地

域，森・木村（1973），竹村（1983，1984）の員弁郡員

弁町・北勢町地域についての研究がある．

　これらの研究によると，三重県員弁郡付近の東海層群

は，中・古生層を基盤とし，段丘構成層に覆われる．本

層群は全層厚約1，200mで，河成・湖成の礫・砂・シ

ルト・粘土からなり，亜炭層や火山灰層を挟んでいる．

　　　　　　　　　　　　　　　びろく岩相の違いによって，下位より，礫層からなる美鹿累層，

　　　　　　　　　　こ　の亜炭層を挟む砂泥互層からなる古野累層，主に礫層と泥
　　　　いちのはら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおいずみ
層からなる市之原累層，砂泥互層からなる大泉累層，
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　　　　こめの礫層からなる米野累層に区分される．また，上石津町多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た良地域には，大泉累層と同時異相で礫層と泥層からなる多
ら

良累層が発達する．

　鍵層となる火山灰層は古野累層から大泉累層中に少な
　　　　　　　　　　　　　か　れがわくとも30層挟有されている。この内，嘉例川（パミス）1）

火山灰層は，特徴的な岩相を示し，広域にわたって連続

的に追跡できることから，最も重要な鍵層となっている

（森，1971b；宮村ほか，19761竹村，1983）．

　本地域の東海層群からは多くの動・植物化石が産す

る．ゾウ化石は松井（1943），角田ほか（1958），樽野・

吉田（1987）によって報告され，産出地点の確認できる

＆egodoηαんαs配επs乞sの化石が大泉累層中の3層準

から産出している．植物化石は，松井（1943），三木

（1948），嘉藤（1957），角田ほか（1958）によって報告

され，竹村（1983）によって累層ごとに，その産出層準

が整理された．それによると，本地域の東海層群古野・

市之原累層からは，メタセコイア植物群に属する．Psθ砕

doZαr就んαθmpゾεrε，αツP60Sケo加speηSεZ‘S，ハ4iθ孟α一

se卿0‘α伽孟‘Cんα，P‘0εαんo酌αε，JiωgZαηS1πθ9α一

C加ε陀α，一L殉漉dαηめαr∫ormOSαπαなどが産出し，

古野累層からは亙yssαも産出している．このうち，

P‘oθα為orめ痂，」μ塵αηs　mθgαo語θ陀αは大泉累層ま

で，ハ4θめsε卿oεα読s痂んαは米野累層まで産出する．

花粉化石は島倉（1964）によって報告され，古野累層か

ら亙yssα，σαrッα花粉等が産出している。

　古地磁気層序に関してはTAKEMuRAandToRII
（1978）の研究がある．フィッショントラック年代は横

山ほか（1980）によって，市之原火山灰層は2．9±0．3，

2．8±0．3Ma，六石火山灰層は1。4±0．2Maの値が報

告されている．

　竹村（1983，1984）は，これらの化石・年代値及び古

地磁気データに基づいて，本地域に分布する東海層群は，

鮮新世後期一更新世前期のものであり，古地磁気層序で

はガウス正磁極期後半から松山逆磁極期前半に相当する

地層であるとしている．

3．火山灰試料とその処理・測定方法

火山灰層の岩相観察及び火山灰試料の採取は，三重県

！）石田・横山（1969），YoKoYAMA（1969）は大阪層群の福田・新
　田火山灰層，古琵琶湖層群の虫生野火山灰層，東海層群のT8火山

　灰層の4者を同層準として対比し，一括してパミス火山灰層と呼ん
　だ，しかし，吉川（1983）は，大阪・古琵琶湖層群のパミス火山灰

　層の対比の誤りを具体的に指摘し，今後の混乱を避けるため「パミ

　ス火山灰層」と言う名前の廃止を提案している．員弁地域の東海層

　群のパミス火山灰層は横山（1971）によって名付けられたが，同じ

　火山灰層を森（1971b）は嘉例川火山灰層と呼んでいる，本論文で
　は嘉例川火山灰層を用いる．

員弁郡員弁町・北勢町の阿下喜一市之原地域にっいては

竹村（1983，1984），藤原町の米野地域から養老郡上石

津町多良地域に関しては，横山（1971），宮村ほか（1976），

吉田（1988）の火山灰層序に基づいて行った（第2図）．

付図A－1に岩相観察地点・火山灰試料採取地点を示
す．

　火山灰層の岩相・岩石記載的性質の記載は，吉川

（1976），YosHIKAwA（1984）とほぼ同様の方法で行う．

　岩相観察は層厚・色調・粒度・内部堆積構造などにっ

いて行う．なお，火山灰の粒度に関しては，吉川ほか

（1986）と同様，粗粒とは粗粒一中粒砂（2－1／4mm）程

度，中粒とは細粒一微細粒砂（1／4－1／16mm）程度，細

粒とはシルト（1／16－1／256mm）程度，極細粒とは粘

土（1／256mm以下）程度の粒子から主として構成さ

れているものにっいて，それぞれ用いる．

　岩石記載的性質は，火山灰試料を水洗・50℃以下で

乾燥・箭別し，1／4－1／16mmの粒度のものにっいて記

載する．記載項目は，鉱物組成（ガラス，長石，石英，

重鉱物の個数比），ガラスの色・形状2）・屈折率（n），

重鉱物組成（黒雲母，角閃石，斜方輝石，単斜輝石，ジ

ルコン，燐灰石，不透明鉱物の個数比）や鉱物粒の色・

形状などの特徴である．

4．火山灰層の岩相及び岩石記載的性質

三重県員弁郡付近の東海層群には30層以上の火山灰

層が挟まれている（宮村ほか，19761竹村，1983，1984；

吉田，1988）。火山灰層の岩相・岩石記載的性質は，阿

下喜一市之原地域，米野地域，多良地域に分けて下位よ

り順に記載する，これら地域間の層序的関係は，鍵層で

ある嘉例川火山灰層が3地域を通して連続することによ

り，確認できる（宮村ほか，19761竹村，19831吉田，

1988）．

　以下，地域ごとに火山灰層の岩相・岩石記載的性質を

述べる．なお，火山灰層の岩相は，宮村ほか（1976），

竹村（1984），吉田（1988）の中で報告されているが，

今回改めて検討を加えたので，ここに詳述する．
　　　あ　げ　き
　4．1　阿下喜一市之原地域

　本地域の東海層群に挟有される火山灰層は少なくとも

　　　　　　　　　　　　　　　　びろく25層で，そのうち主要なものは，下位より美鹿・東谷
　　　　　　　　　　にのせ　おおっじしんでん　ばんどう
・市之原・南谷1・南谷2・二之瀬・大辻新田・坂東1
　　　　そのはら　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろっこく

・坂東2・其原・嘉例川（パミス）・六石火山灰層であ

る（竹村，1983，1984）．下位より順に記載する（第3

2）　ガラスの形状は吉川（1976）の分類に基づき，平板状で突起が少な

　い平滑な偏平型（H），気泡を多く含み突起が非常に密に存在する
　多孔質型（T），両者の中間的な性質の中聞型（C）に区分し記載す

　る．
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第2図　三重県員弁郡付近に分布する東海層群の地質柱状図　阿下喜一市之原地域は竹村（1984），米野地域は宮村ほか

　　　（1976），多良地域の須城谷・谷畑は吉田（1988）に基づいて柱状図を作成

図及び付図A－1）・

　美鹿1火山灰層（森・木村，1973）

　模式地は三重県桑名郡多度町美鹿北西方の道路の横の

崖．古野累層の下部の層準に挟有される火山灰層である．

森・木村（1973）は，2．5m，1．5mのシルトを間に挟

む3層の火山灰層を一括して美鹿火山灰層と呼んだが，

ここでは下位より順に美鹿1，美鹿∬，美鹿皿火山灰層

と呼ぶ．以下，模式地において記載する．

〔岩相〕層厚7cm，新鮮な部分では明灰色，風化する

と黄緑色を呈する極細一中粒火山灰（AI－18L）3）である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰は斜長石が優勢で，少量の

石英，重鉱物を伴う．ガラスはほとんど含まれない．重

3）　火山灰試料番号
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第3図　阿下喜一市之原地域の各火山灰層の地質柱状図

鉱物は，不透明鉱物・破片状の緑褐色角閃石と少量の燐

灰石・ジルコンからなる．

　美鹿■火山灰層（森・木村，1973）

　模式地は美鹿1火山灰層と同様の美鹿北西方の道路の

横の崖で，美鹿1火山灰層の2．5m上位の層準に挟ま

れる．以下，模式地において記載する．

〔岩相〕　層厚29cm，新鮮な部分では明灰色，風化す

ると黄緑色を呈する極細一中粒火山灰で，岩相の違いに

よって3つに区分できる．下部4cmは極細粒の火山灰，

中部（AI－18M）20cmは細一中粒の火山灰，上部5cm

は極細一細粒で平行葉理の発達した火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラス・斜長石と少量の

石英からなる．ガラスは無色一白色透明の中間型，屈折

率（n）＝1．504－1．511（L508－1．509）である．極微量

含有される重鉱物は破片状の斜方輝石・不透明鉱物，少

量の角閃石・ジルコンからなる．

　美鹿皿火山灰層（森・木村，1973）

　模式地は美鹿II火山灰層と同様の美鹿北西方の道路の

横の崖で，美鹿H火山灰層の1．5m上位の層準に挟有

される．以下，模式地において記載する．

〔岩相〕　層厚30cm，新鮮な部分では明灰色，風化す

ると黄緑色を呈する極細一中粒火山灰で，2分できる．

下部（AI－18U）25cmは細一中粒の火山灰，上部5cm

は極細一細粒で平行葉理の発達した火山灰である．
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〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスが主体で，微量の

斜長石。重鉱物を伴う．ガラスは無色一白色透明の中間

・多孔質型，nニ1．499－1．501（1．500）である．重鉱物

は角閃石，少量の黒雲母，微量の不透明鉱物・斜方輝石

・ジルコンからなる．角閃石は主に破片状で，青緑色の

ものが多い．

　東谷火山灰層（竹村，1984）

　模式地は三重県員弁郡員弁町市之原の北の東谷の川崖．

美鹿皿火山灰層の約40m上位の層準，古野累層中部に

挟まれる．模式地に露出する本火山灰層について記載す

る．

〔岩相〕　層厚65cm，青灰一黄灰色，極細一中粒火山灰

で，4つに区分できる．最下部3cmは青灰色，極細粒

の火山灰，下部10cmは青灰色の細一極細粒火山灰で平

行葉理が発達する．中部（AI－17）2cmは黄灰色，中

粒火山灰，上部50cmは黄灰色，極細一中粒で平行葉理

が見られる火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラス主体で，極微量の

斜長石を伴う，ガラスは白色一無色透明の多孔質一中間型，

n＝1．502－1．506（L503－1．505）が多い．極微量含まれ

る重鉱物は斜方輝石と少量の角閃石・不透明鉱物，微量

の単斜輝石・燐灰石，極微量のジルコンからなる．角閃

石は破片一半自形状で緑褐色のものが多い．

　市之原火山灰層（竹村，1984）

　模式地は員弁町市之原の東，美鹿へぬける峠の崖．東

谷火山灰層の約30m上位の古野累層上部に挟まれる．

模式地の本火山灰層について記載する．

〔岩相〕層厚80cm，灰一黄白色，粗一細粒の結晶質火

山灰で，3分できる．下部（AI－16）20cmは黄白色，

粗一中粒火山灰で黒雲母が散在する．中部20cmは灰色，

細粒火山灰で平行葉理が発達する．上部40cmは灰色，

細一中粒の火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラス・斜長石と少量の

石英，微量の重鉱物からなる．ガラスは無色透明の厚手

の偏平型，n＝L495－1．497が多い．重鉱物は黒雲母と

微量のジルコン・不透明鉱物・斜方輝石，極微量の角閃

石からなる．

　南谷1火山灰層の約15m下位の火山灰層

　模式地は桑名郡多度町古野南谷，南谷1火山灰層の模

式地の北東約0．1kmの道路の横の崖．南谷1火山灰

層の約15m下位の市之原累層最下部に挟有される．記

載は模式地に露出する本火山灰層について行う。

〔岩相〕　層厚40cm，黄灰一明灰色，中一細粒の火山灰

（AI－15）で，まれに径1cm前後の軽石を含む．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスと少量の斜長石・

石英からなる．ガラスは無色透明の厚手の偏平型，n＝

1．498－1．499が多い．極微量含有される重鉱物は黒雲母

・角閃石と微量の不透明鉱物・斜方輝石，極微量の単斜

輝石・ジルコンからなる．角閃石は破片状，淡緑一緑褐

色のものが多い．

　南谷1火山灰層（竹村，1984）

　模式地は桑名郡多度町古野南谷の川の横の崖．市之原

火山灰層の約40m上位の市之原累層下部に挟有される．

以下，模式地に露出する本火山灰層について記載する．

〔岩相〕層厚100cm，黄灰一明灰一青緑色，中一極細粒

の火山灰で，3っに区分できる．下部20cmは青緑色

で極細一細粒，中部（AH4）50cmは黄灰一明灰色で中

粒，上部30cmは青緑色で細粒の火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスと少量の斜長石，

微量の重鉱物・石英（高温型石英を含む）からなる．ガ

ラスは無色透明の厚手の偏平一中間型，n＝1．497－L500

（1．499－1．500）が多い。重鉱物は半自形の斜方輝石・角

閃石と微量の不透明鉱物・単斜輝石・黒雲母・燐灰石か

らなる．角閃石は半自形一破片状，緑一緑褐色のものが多

い．

　南谷2火山灰層（竹村，1984）

　模式地は南谷1火山灰層の模式地の南西約0．2km

の崖。南谷1火山灰層の約40m上位の市之原累層下部

に挟有される．以下，模式地に露出する本火山灰層につ

いて記載する．

〔岩相〕　層厚90cm，黄緑一暗灰色，中一細粒のガラス

質火山灰で，2分できる．下部（AH3）20cmは黄緑一

暗灰色で中粒，上部70cmは暗灰色，細粒で平行葉理

が発達する火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスと微量の斜長石・

重鉱物からなる．ガラスは無色透明，厚手の偏平型，n

ニ1．497－L500が多い．重鉱物は不透明鉱物・黒雲母と

少量の破片状の緑一緑褐色角閃石からなる．

　二之瀬火山灰層（竹村，1984）

　模式地は員弁郡北勢町二二之瀬の南，’南谷2火山灰層の

約30m上位の市之原累層中部に挟まれる．以下，市之

原の南に露出する本火山灰層について記載する．

〔岩相〕　市之原の南の本火山灰層は挟有される10cm

のシルトによって下位と上位の2層の火山灰層に区分で

きる．

　下位の火山灰層は層厚80cm，黄緑一緑灰色，極細一

中粒火山灰で，5分される．最下部3cmは緑灰色で細

粒火山灰，下部（AI－12L）2cmは黄緑色，中一細粒の

火山灰でピソライトを含む．中下部20cmは緑灰一黄緑

色，細粒火山灰，中上部50cmは緑灰色，細一極細粒火
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山灰で平行葉理が発達する．上部5cmは緑灰色，極細

粒の火山灰である．

　上位の火山灰層は層厚105cm，緑灰・黄緑・明灰色，

極細一中粒の火山灰で，4分される。下部5cmは緑灰

色の極細一細粒火山灰，中部（AH2U）20cmは明灰一

緑灰色，細一中粒火山灰でピソライトを含む．上部70cm

は緑灰色，極細粒，平行葉理の発達する火山灰．最上部

10cmは黄緑一緑灰色，細一中粒火山灰からなる．

〔岩石記載的性質〕　下位の火山灰（AI－12L）はガラス

・斜長石と少量の重鉱物，極微量の石英からなる．ガラ

スは白色一無色透明の中間一多孔質型，nニ1．500－1．505

（1．503－1．504）が多い．重鉱物は破片一半自形状の斜方

輝石・緑褐色角閃石と少量の不透明鉱物・単斜輝石及び

極微量の黒雲母からなる．上位の火山灰（AI－12U）の

岩石記載的性質も良く類似した性質を示す（第1表）．

　模式地の二之瀬火山灰層は層厚50cmの黄緑一明灰色，

細一粗粒火山灰（AI－11）で，その岩石記載的性質は前

記した二之瀬火山灰層に類似する（第1表）．

　大辻新田火山灰層（竹村，1984）

　模式地は北勢町大辻新田東の山田川の河床．二之瀬火

山灰層の約60m上位の市之原累層上部に挟有される．

以下，模式地において記載する．

〔岩相〕　層厚70cm，黄灰・明白・灰色，中一極細粒の

平行葉理の発達する火山灰で，4分できる．最下部（AI－

10）5cmは黄灰一明灰色，中一細粒の火山灰，下部28cm

は明灰色，極細粒の火山灰，中部20cmは灰色，細一中

粒の火山灰，上部17cmは明灰色，極細一細粒の火山灰

である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスが主体で，微量の

斜長石を伴う．ガラ’スは主に無色透明の厚手の偏平型，

n＝1．497－1．500（1．499）である．重鉱物は斜方輝石・

不透明鉱物と少量の単斜輝石，微量の角閃石，極微量の

ジルコンからなる．斜方輝石は半自形一破片状の短柱状，

角閃石は半自形の緑褐色のもの炉多い。

　坂東1火山灰層の約10m下位の火山灰層

　模式地は員弁町坂東新田の北の坂東1火山灰層の模式

地と同じ崖．市之原累層上部に挟まれる．模式地の本火

山灰層について記載する．

〔岩相〕　層厚6cm，淡桃一黄白色，中一細粒の火山灰で

ある，岩相の違いによって2分できる．下部（AI－09）

1cmは黄白一淡桃色，中粒，ややゴマシオ状の火山灰，

上部5cmは淡桃色，細一中粒，平行葉理の発達する火

山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスと微量の斜長石・

重鉱物からなる．ガラスは主に無色透明，厚手の偏平型，

n＝1．498－1．500（1．499－L500）である．重鉱物は斜方

輝石と少量の不透明鉱物・単斜輝石，微量の角閃石，極

微量の黒雲母・ジルコンからなる．斜方輝石は破片一半

自形状の短柱状，角閃石は破片状の緑褐色のものが多い．

　坂東1火山灰層（竹村，1984）

　模式地は員弁郡員弁町坂東新田の北約0．4kmの崖

で，大辻新田火山灰層の約20－30m上位の市之原累層

上部に挟有される．模式地の西0．5kmの道路沿いに

露出する本火山灰層について記載する．

〔岩相〕　層厚420cm，明灰・黄白・白色，極細一粗粒

のガラス質火山灰である。岩相の違いによって，12に

区分できる．下位より順に，2cmは灰色一白色の細粒

火山灰，12cmは黄白色の中一粗粒火山灰（AI－08LM），

10cmは明灰色の極細粒で平行葉理の発達する火山灰，

30cmは明灰色の中粒で径1bm前後の軽石を含む火

山灰（AI－08L），35cmは明灰色の極細一細粒で平行葉

理の発達する火山灰，130cmは明灰色，細一中粒，径0．5

cm前後の軽石（AI－08P）を含む火山灰，16cmは黄

灰色の極細一細粒で平行葉理の発達する火山灰，80cm

は明灰一黄灰色，中一細粒，平行葉理の発達する火山灰，

13cmは明灰一白色の細一中粒で径1cm前後の軽石を

含む火山灰，16cmは明灰色の中粒火山灰，16cmは

黄白色の細粒火山灰，70cmは明灰色の中一粗粒で斜交

葉理の発達する火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰（AI－08LM，AI－08L）

はガラス主体で，微量の斜長石を伴う．ガラスは主に無

色透明，厚手の偏平型，nニ1．498－1。501（1．500）であ

る．極微量含有される重鉱物は黒雲母・ジルコン・不透

明鉱物と少量の破片状の緑褐色角閃石からなる（なお，

AI－08LMにはこの他に斜方輝石を少量含む）．軽石は

nニL499－1．501（L500－1．501）のガラス主体で，極微

量含まれる重鉱物は不透明鉱物と少量のジルコン，微量

の角閃石，極微量の黒雲母・斜方輝石からなる．

　坂東2火山灰層（竹村，1984）

　模式地は員弁郡員弁町坂東新田の北約0．2kmの崖．

坂東1火山灰層の約60m上位の大泉累層下部に挟有さ

れる．模式地に露出する本火山灰層について記載する，

〔岩相〕　層厚150cm，黄白・明灰・灰色，極細一中粒

のガラス質火山灰で，岩相の違いによって4分できる．

最下部10cmは黄白色の細一極細粒火山灰，下部（AI－

06）40cmは黄白一灰色，細粒，平行葉理の発達する火

山灰で径0．5cm前後の軽石を含む．中部40cmは黄

灰色，細一中粒，斜交葉理の発達する火山灰，上部60cm

は黄白一灰色の中一細粒の火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラス主体で，微量の斜
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地質調査所月報（第39巻　第10号）

三重県員弁郡付近の東海層群火山灰層の岩石記載的性質

Volcanic　ash　　Sample　　卜1i　neral　composi　tion

　　　　　Iayer　No．　GI．臼．Qz．Hm．（％）Shape

Gl　ass

　Refractive i　ndex　（mode）
Heavy舶neralcomposition

Bi．Am．OP．Cp．Zr．Ap．Oq．（％）

TARA　AREA
　　　　　　　　　　　　　TR－

Tara　　　　　　O州

Tara　　　　　　OlL

Tara　　　　　　O2N

Tara　　　　　　O2L
　Tara－L　　　　　　　　　O3

　Dokidani　I　　　　　O4

　Kami　tara　　　　　　O5

　Sushi　rodani噂U　　O6

　Sushi　rodani　　　O7

Hy　　　　　　　O8
　Karegawa　　　　　　O9凹U

Karegawa　　O9門L
　Karega》a　　　　　　O9L

KO卜1ENO　AREA
　　　　　　　　　　　　　　k岡一

Kamiaiba　　　Ol
　Komeno　l　l　I　　　　　O2

　Komeno　l　I　　　　　O3

　KOMeno　I　　　　　　O4

AGEKI－ICHINOHARA　AREA
　　　　　　　　　　　　　　AI一

Rokkoku
Karegawa

Karegawα
Karegawa
Karegawa
Karegawa
Karegawa
Karegawa
Karegawa

Karega婦a
Sonohara
Bando－2

Bando－1

Bando－1

Bando－1

Otsuj　i　sh　i　nden

N　i　nose

N　i　nose　Up．

N　i　nose　Lo．

岡i　nam　i　dan　i－2

卜linamidani－1

1chinohara

H　igashidani
Bi　roku　I　l　l

Bi　roku　l　l

B　i　roku　l

01

02P
O2UM
O2U
O2凹

02L
O3P
O3門

03L

O3L岡
05

06

08P

O8L’

08L阿
09
10

11

12U

12L

13

14

15

16

17

18U

18岡

18L

95　4
95　3
88　10
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三重県員弁郡付近の東海層群火山灰層（吉川ほか）

長石・重鉱物を伴う。ガラスは主に無色透明一白色，中

間型，n＝1．501－L505（1．503－1．504）である．極微量

含有される重鉱物は破片状の緑褐色角閃石・黒雲母と少

量の破片状斜方輝石・不透明鉱物及び極微量のジルコン

からなる．

　其原火山灰層（竹村，1984）

　模式地は員弁郡北勢町其原の東の山田川河床の崖．嘉

例川火山灰層の約50m下位の大泉累層下部に挟有され

る．東小山谷の川岸の崖に露出する本火山灰層について

記載する．

〔岩相〕層厚135cm，黄白・黄灰・灰色，極細一粗粒

のガラス質火山灰で，岩相の違いによって5分できる．

最下部10cmは黄白一黄灰色，細一極細粒，平行葉理の

発達する火山灰，下部（AI－05）40cmは黄白一灰色，

中一細粒，弱い平行葉理の発達する火山灰で径0．5cm

前後の軽石を含む．中下部20cmは黄灰色，細粒，平

行葉理の発達する火山灰，中上部35cmは黄灰色，中一

粗粒，径0．5cm前後の軽石を含む火山灰，上部30cm

は黄白色，細一極細粒，平行葉理の発達する火山灰であ

る．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスと少量の斜長石，

微量の重鉱物，極微量の石英からなる．ガラスは主に無

色透明一白色，中間型，nニ1．500－1．504（1．501）であ

る．重鉱物は半自形状の斜方輝石・緑褐色角閃石と少量

の不透明鉱物・黒雲母，極微量のジルコンからなる．

　嘉例川火山灰層（森，1971b）

　嘉例川（パミス）火山灰層の模式地は，宮村ほか

（1976），竹村（1984）により別々の地点に指定されてい

る．ここでは，本火山灰層の最も典型的な岩相が観察で

きる北勢町西貝野の下平へぬける道路沿いの崖を模式地

とする（竹村，1984）．坂東2火山灰層の約100m上位

の大泉累層中部に挟有される．模式地に露出する本火山

灰層にっいて詳しく記載し，東小山谷や岐阜県養老郡上

石津町下山の牧田川の河床に露出する嘉例川火山灰層に

っいて述べる（第4図）．

〔岩相〕層厚745cm，黄白・明灰・赤紫・淡桃色，極

細一粗粒のガラス質火山灰で，岩相の違いによって7分

できる．最下部3cmは黄白一明灰色の中一粗粒火山灰，

下部（AI－02L）19cmは黄白色，中粒，平行葉理の発

達する火山灰で径0。4cm前後のピソライトを含む．中

部（AI－02M）26cmは赤紫色（あずき色）の中一粗粒

火山灰で，この下部5cmは重鉱物を多く含む．上部

（AI－02U）17cmは明灰一淡桃色，細一中粒，平行葉理

の発達する火山灰，最上部（AI－02UM）500cmは黄

白一明灰色，中一粗粒，径3cm前後の軽石を多く含有し

斜交葉理の発達する火山灰で，この上位に更に，30cm

の黄白色，細一極細粒，平行葉理の発達する火山灰，150

cmの明灰色，中一粗粒，斜交葉理の発達する火山灰が

存在する。

　第5図に示すように，東小山谷や下山に露出する本火

山灰層もその下半部の岩相は非常に良く類似する。

　本火山灰層の岩相上の特徴は，下半部の垂直的な岩相

変化，特に中部に赤紫色の部分を挟む点にある。

〔岩石記載的性質〕　本火山灰は一般にガラス主体で，微一

少量の斜長石，極微一微量の重鉱物を伴う．ガラスは主

に無色透明，厚手の偏平一中間型，n＝1．498－1．502

（1．501－1．502）である．重鉱物は不透明鉱物・緑褐色角

閃石・斜方輝石と微量のジルコン・黒雲母・単斜輝石か

らなる．最上部に含有される軽石はガラス（nニ1．499－

1．501；L501）主体で，微量の斜長石を伴う．極微量含

まれる重鉱物は不透明鉱物・斜方輝石主体で少量の緑福

色角閃石，微量の黒雲母，ジルコン・単斜輝石を伴う，

　岩石記載的性質を前述の垂直的な岩相変化に対応させ

て見ると，第8図のように，中部の赤紫色の部分では最

下部・下部・上部に比べ，鉱物組成における結晶の増加，

ガラスの形状における中間型ガラスの増加，重鉱物組成

における角閃石の増加が顕著に認められる．

　第1表・第5図に示すように，東小山谷・下山の本火

山灰層もほぼ同様の岩石記載的性質を示す．

　六石火山灰層（森・木村，1973）

　模式地は員弁郡北勢町六石の西の道路沿いの崖で，嘉

例川火山灰層の約100m上位の大泉累層上部に挟まれ

る．模式地について，以下記載する．

〔岩相〕　層厚60cm，白一黄白色，中一細粒のガラス質

火山灰で（AI－01），平行葉理が発達する．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスと少量の斜長石，

微量の重鉱物，極微量の石英からなる．ガラスは主に無

色透明，中間型，n＝1．501－L503（L502）である．重

鉱物は破片状の緑一緑褐色角閃石・斜方輝石，少量の不

透明鉱物，微量の単斜輝石・黒雲母・ジルコン，極微量

の燐灰石からなる．

　4．2米野地域

　本地域の東海層群は，少なくとも8層の火山灰層を挟

む．このうち，主なものは，下位から嘉例川・Hy・ス

シロ谷・米野1・米野豆・米野皿火山灰層である（横山，

1971；宮村ほか，1976）．嘉例川火山灰層は既に前述し

た．：Hy・スシロ谷火山灰層は多良地域に連続するので

後述する．ここでは米野1・米野H・米野皿火山灰層に

ついて記載する（第5図及び付図A－1）・

　米野1火山灰層（宮村ほか，1976）
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第4図　嘉例川火山灰層の地質柱状図（凡例は第3図と同じ）A二下山B＝西貝野C：東小山谷

模式地は員弁郡藤原町米野の北約0。5kmの崖であ

る．Hy火山灰層の100m上位の大泉累層上部に挟ま

れる．模式地について以下記載する．

〔岩相〕　層厚43cm，黄灰・明灰・灰・淡桃色，粗一極

細粒のガラス質火山灰で，岩相の違いによって4区分で

きる．下部（：KM－04）5cmは黄灰色，粗から中粒へ正

級化を示す火山灰，中部10cmは白一淡桃色，・細一中粒

の火山灰，上部3cmは明灰色，極細粒の平行葉理が発

達する火山灰，最上部25cmは灰色，細一極細粒で平行

葉理と斜交葉理の発達する火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラス主体で，微量の重

鉱物・斜長石，極微量の石英を伴う．ガラスは主に無色

透明，厚手の偏平型，nニ1．498－1．500（1。499）である．

重鉱物は黒雲母・角閃石と少量の斜方輝石，微量のジル

コン・不透明鉱物，極微量の単斜輝石からなる．角閃石

は半自形・緑褐色，斜方輝石は半自形一破片状で長柱状

のものが多い．

　米野n火山灰層（宮村ほか，1976）
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三重県員弁郡付近の東海層群火山灰層（吉川ほか）
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第5図　米野地域の各火山灰層の地質柱状図

　　　（凡例は第3図と同じ）

　模式地は藤原町米野の北西約0．5kmの相場川の川

岸の崖．米野1火山灰層の約70m上位の大泉累層上部

に挟有される．模式地の本火山灰層について記載する．

〔岩相〕　層厚12cm，白一黄白色，やや中一細粒のガラ

ス質火山灰で，2分できる．下部（：KM－03）10cmは

白一黄白色，細一中粒，ややゴマシオ状の火山灰，上部2

cmは白色，細粒の火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラス主体で少量の斜長

石，極微量の石英からなる．ガラスは主に無色透明一白

色，中間型（粒状のガラス片が多い），nニL499－1．500

である．極微量含まれる重鉱物は不透明鉱物と少量の破

片状の斜方輝石・緑褐色角閃石，微量のジルコン・単斜

輝石，極微量の黒雲母からなる．

　米野皿火山灰層（宮村ほか，1976）

　模式地は藤原町米野の北西約0．6km，相場川の川岸

の崖である．米野II火山灰層の約50m上位の大泉累層

最上部に挟まれる．模式地について以下記載する．

〔岩相〕　層厚10cm，黄白一灰色，中一極細粒の火山灰

である．下部（：KM－02）4cmは黄白色，中一細粒，や

やゴマシオ状の火山灰，上部6cmは黄白一灰色の極細

粒火山灰で平行葉理が発達する．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰試料は強く風化を受けてい

るため，詳しい記載は困難である．

　なお，横山（1971）は，米野皿火山灰層のやや上位に
かみあいば

上相場火山灰層を報告しているが，上相場火山灰層の層

序的位置は明確ではない（宮村ほか，1976）．このため，

ここでは詳しく記載せず，岩相と岩石記載的性質を第6

図・第1表に示すにとどめる．

　4．3多良地域

　本地域の東海層群は，少なくとも13層の火山灰層を

挟在する．それらのうち，主な火山灰層は，下位より嘉

例川，Hy，スシロ谷火山灰層（宮村ほか，1976），スシ
　　　　かみた　ら　　　どう　きだに
ロ谷一U，上多良，堂木谷1，多良一L，多良火山灰層

（吉田，1988）である．以下，嘉例川火山灰層より上位

の火山灰層について記載する　（第6図及び付図A－1）．

　Ey火山灰層（宮村ほか，1976）

　模式地は員弁郡藤原町鼎の北西約0．4kmの崖．嘉

例川火山灰層の上位約40mの大泉累層・多良累層中部

に挟有される．岐阜県養老郡上石津町上多良の南約0．6
　　　すしろだに
kmの須城谷に露出する本火山灰層について記載する．

〔岩相〕　層厚10cm，淡桃一白色，中粒から細粒へ正級

化を示すガラス質火山灰（TR－08）である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラス・斜長石と少量の

重鉱物，微量の石英からなる．ガラスは主に白色一無色

透明で多孔一中問型，n＝1．506－1．508（1．507－1．508）

である．重鉱物は斜方輝石・不透明鉱物と少量の単斜輝

石，微量の燐灰石，極微量の角閃石・ジルコンからなる．

斜方輝石は半自形で短柱状，角閃石は半自形で緑褐色の

ものが多い。

　スシロ谷火山灰層（宮村ほか，1976）
　　　　　　　　　かなえ　模式地は員弁郡藤原町鼎の西約0．4kmの崖．Hy火

山灰層の上位約50mの大泉累層・多良累層中部に挟有

される．上石津町上多良の南約1kmの須城谷に露出

する本火山灰層にっいて記載する．

〔岩相〕層厚97cm以上，白一灰色，粗一細粒の火山灰

で，3分できる．下部7cmは白色の中一細粒の火山灰，・

中部（TR－07）10cmは灰色，中粒，ゴマシオ状で斜

交葉理の発達する火山灰，上部80cmは白色，中一粗粒，

平行葉理と斜交葉理の発達する火山灰からなり，本火山

灰層の上限は不明である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスと少量の斜長石・

重鉱物からなる．ガラスは主に白色の多孔質型，n＝

1．503－1．505（1．504）である．重鉱物は半自形の緑色角

閃石主体で少量の黒雲母微量の燐灰石，極微量の不透

明鉱物・ジルコンからなる．

　スシロ谷一U火山灰層（吉田，1988）

　模式地は養老郡上石津町時の打上東の崖．スシロ谷火
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第6図　多良地域の各火山灰層の地質柱状図（凡例は第3図
　　　と同じ）　A：谷畑　B：谷畑の北約0．9km

山灰層の上位約8mの大泉累層・多良累層中部に挟ま

れる．以下，上多良の南約1kmの須城谷に露出する

本火山灰層について記載する．

〔岩相〕　層厚5cm，黄白一青灰色で細一極細粒の火山灰

（TR－06）である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラス主体で微量の斜長

石・重鉱物，極微量の石英を伴う．ガラスは主に無色透

明一白色の中間型，n＝1．497－1．499（1．499）である．

重鉱物は破片状の斜方輝石と少量の単斜輝石・不透明鉱

物・角閃石，極微量の黒雲母・ジルコンからなる．

　上多良火山灰層（吉田，1988）

　模式地は上石津町上多良の南約1．5kmの須城谷の

崖．スシロ谷火山灰層の約100m上位の多良累層上部

に挟まれる．以下，模式地の本火山灰層について記載す

る．

〔岩相〕　層厚75cm，黄白色，細一中粒のガラス質火山

灰で，3分できる。下部（TR－05）10cmは黄白色，細一

中粒の火山灰，中部5cmは黄白色，極細一細粒，平行

葉理の発達する火山灰，上部60cmは黄白色の細一中粒

火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスと少量の斜長石，

極微量の石英・重鉱物からなる．ガラスは主に白色一無

色透明の中間一多孔質型，nニL504－1．511（L508－1．509）

である．重鉱物は斜方輝石・不透明鉱物と微量の角閃石

・単斜輝石・燐灰石，極微量のジルコンからなる．斜方

輝石は半自形一破片状で短柱状，角閃石は破片状で緑褐

色のものが多い．

　堂木谷1火山灰層（吉田，1988）

　模式地は上石津町上多良の南約1．7kmの須城谷の

崖．上多良火山灰層の上位約50mの多良累層上部に挟

まれる．以下，模式地の本火山灰層にっいて記載する．

〔岩相〕　層厚18cm，黄白一明灰色，中一極細粒の火山

灰で，4分できる．下部（TR－04）10cmは黄白色，中一

細粒の火山灰，中部5cmは明灰色，極細一細粒，平行

葉理の発達する火山灰，上部5cmは明灰色，細一中粒，

平行葉理の発達する火山灰，最上部1cmは黄白色，中

粒の火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰はガラスと少量の斜長石，

微量の重鉱物からなる．ガラスは主に白色一無色透明，

多孔質一中間型，n＝1．502－1．507（1．504－1．505）であ

る．重鉱物は半自形の緑色角閃石・黒雲母と少量の不透

明鉱物・斜方輝石からなる．

　多良一L火山灰層（吉田，1988）
　　　　　　　　たにはた
　模式地は上石津町谷畑の約0．4km北の崖．多良火

山灰層の約20m下位の多良累層最上部に挟有される．

模式地の本火山灰層について記載する．

〔岩相〕　層厚7cm，白一明灰色，中一細粒の火山灰で，

2分できる．下部（TR－03）5cmは明灰色，細一中粒，

ややゴマシオ状の火山灰，上部2cmは白一明灰色，細

粒の火山灰である．

〔岩石記載的性質〕　本火山灰は斜長石，ガラスと少量の

重鉱物，極微量の石英からなる．ガラスは主に白色一無
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色透明，多孔質一中間型，n＝1．505－1．508（L506）で

ある．重鉱物は半自形の緑色角閃石主体で少量の黒雲母，

微量の不透明鉱物・斜方輝石・燐灰石を伴う．

　多良火山灰層（吉田，1988）

　模式地は上石津町谷畑の約0．5km北の崖．多良累

層最上部に挟有される．模式地及び谷畑の北約0．9km

に露出する本火山灰層について記載する．

〔岩相〕　層厚80cm，淡桃白一白色，粗一細粒のガラス

質火山灰で，岩相の違いによって5分できる．最下部

（TR－02L）7cmは淡桃白一白色，中一細粒火山灰，下

部（TR－02M）8cmは淡桃白一白色，中一粗粒火山灰，

中下部10cmは白一淡桃白色，中粒火山灰，中上部20

cmは淡桃白一白色，粗粒から中粒へ正級化を示す火山

灰，上部25cmは淡桃白一白色，粗粒から細粒へ正級化

を示す火山灰である．

　谷畑の北約0．9kmの本火山灰層は，層厚125cm，

淡桃白色，粗一細粒のガラス質火山灰で，第7図に示す

ように下半部の岩相は模式地の火山灰層と類似している．

〔岩石記載的性質〕本火山灰は主にガラスと微量の斜長

石・重鉱物からなり，まれに石英を含む。ガラスは無色

透明，厚手の偏平一中間型，n＝1．499－1．501（1．500）

である．重鉱物は主に角閃石・斜方輝石・不透明鉱物か

らなり，少一微量の単斜輝石を伴う．このほか，まれに

ジルコン・黒雲母・燐灰石を含む．角閃石は半自形の緑

褐色，斜方輝石は半自形一破片状のものが多い．

　谷畑の北0．9kmの本火山灰も岩石記載的性質は良

く類似している（第1表）．

　4．4　本地域の東海層群火山灰層の特徴

　本地域の東海層群に挟有される主要な火山灰層の岩相

・岩石記載的性質を記載した（第3－6図，第1表）。

　各火山灰層は各々固有の性質を示すが，本地域の東海

層群火山灰層の全般的特徴は，次のようにまとめられる．

　＼“ム

v　4　V

　ぜレ

亀　4　ワ
・⑨乙

79リプ
レ　　ゆ

⑦』1〉

う～くよ

1忽

■　⑦　■

ず調
くは4
79プi
　＼o「ソ

2＞へ
　ぐ　ど
レ

㌧＼ぐ

91　レ
で　4V
　　⑦V

ザ　レ

　　ゆヤゆマロ
〉　レノ・ヘ

ブ／ド
⑨ρ恥9

吼；ぞ

7〉　レ＠
∈）f　

ぜ

4彫⑰
⑰　、〉4

⑲グ
vマ　9　ヘ

プ　A　マV

V　　　〉　　V
）　〉　〉

Ly一工ノー

Vマ「　V
7　　　〉　ρ

西員野

岡ineralcompositIon（M）

　回Glass翻Feldspar頬uartz＋R・ckfragment8購Heavy
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿inerals
Ileδvymineralcomposition（H）

　目Amphib・1e　圏Orしh。r・mbicpyr・xene四Clin・pyr・xene

　騒Bi・ヒite目Apatite目Zirc。n　騨Opaqueminerals

Shape　of　glass　shard　（GS）

　團H－typeshard　圃C－typeshard

Refractiveindexofglass（Gl）　欝

圏丁一typeshard

M
50％

H
5P％

GS　　　GI
50％　　　　t50　　 152

／
＼

ぐ　　　V
　ず
戦ずじ

ち燃
　ヤ　　　レ

・或
⑨　 o、

イ　　マ　イレ

曾鶏
里ぺ
扇⑨。

Y⑦／、

るンず

・・g曾

三翻
ム　）4　、

ムノ％σ

y筆yg
7遡じv｝Y，久》・》

マ需竜マ『1

東小山谷

M
5P％

H
・5P％

GS　　　Gl
50％　　　　1．50　　　152
巳　　　　　　　　I　　I　　l

二＝二二＝二二 鞭

噂層二”一 鱒
一　　　噌　　　一　　　r　　　一　　一

＝ニニ：二二 懸

第7図　嘉例川火山灰層の岩相・岩石記載的性質
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　岩相にっいては，層厚数cm一数m，中粒砂以下の粒

度のガラス質火山灰層が主体で，結晶質火山灰は市之原

火山灰層のみである．なお，本層群の中部には，軽石を

多く含む厚いガラス質火山灰層（坂東1・坂東2・其原

・嘉例川火山灰層）が特徴的に存在する．また，火山灰

層を岩石記載的性質より見た場合，1．495から1．511の

ガラスの屈折率，黒雲母・角閃石・斜方輝石・不透明鉱

物主体の重鉱物組成を示す流紋岩質火山灰層が主体であ

る．

5．考　　察

　三重県員弁郡付近に分布する東海層群に挟有される火

山灰層のうち，主要な25層の火山灰層の岩相・岩石記

載的性質のデータに基づいて，本地域の東海層群と近畿

地方に発達する古琵琶湖層群・大阪層群との火山灰層の

対比を試みる．更に，東海・古琵琶湖・大阪層群の生層

序，古地磁気層序，フィッショントラック年代測定値な

どの資料にっいて若干の検討を加える．

　5．1東海層群・古琵琶湖層群・大阪層群の火山灰層

　　　の対比

　本地域の東海層群は，層序・植物化石・古地磁気・フ

ィッショントラック年代などの資料から見て，鮮新世後

期から更新世前期の地層と考えられている（竹村，1983，

1984）．琵琶湖周辺の古琵琶湖層群や大阪湾周辺の大阪

層群は，本地域の東海層群と同時期の地層を含んでいる．

そして，本地域と古琵琶湖層群，大阪層群の分布地域と

の距離は，各々20－50km，80－150km程度と比較的隣

接している．

　古琵琶湖層群・大阪層群の各火山灰層の岩相・岩石記

載的性質は，既に吉川（1976），YosHIKAwA（1984）

によって，系統的に明らかにされている．

　以下，東海・古琵琶湖・大阪各層群の火山灰層の層序

・岩相・岩石記載的性質に基づいて，これら3層群の火

山灰層の対比を行う．

　　　　　　　　　　　　ますぎ
　5．1．1市之原火山灰層と馬杉火山灰層

　東海層群古野累層中に挟有される市之原火山灰層は，
　　　　　　　　　　　　　こうか　　　　　あやま
以下の理由から古琵琶湖層群甲賀累層阿山層に挟まれる

馬杉火山灰層に対比することが可能である．この対比は，

石田・横山（1969），森（1971b），竹村（1984）によっ

て既に指摘されている．

　両火山灰層は，色（黄白色），粒度（粗粒一細粒）など

の岩相上の特徴，鉱物組成（比較的結晶が多い），ガラ

スの性質（無色透明・偏平型・nニL494－1．497），重鉱

物組成（黒雲母主体）などの岩石記載的性質（第1・2

第2表　ピンク・福田・五軒茶屋・虫生野・馬杉火山灰層の岩石記載的性質（YosHIKAwA，1984）

Volcanic　Sampling
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1．500－1．501
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1．500－1。502

1。500－1．502

1．500－1．502（1．501）

1．500－1．502（1．501）

1．499－1．502

1．500・1．502（1．501）

1．500－1．502

1．498－1．502（1．501）
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1．503－1．505

1．502－1．505

1。498－1。505（1．503－1．504）

1．494－1．496（1．495〉

0　69　10　2　0
0　44　14　10　　0

0　74　11　3　　1
1　33　27　2　4
1　3宝　／9　0　　4

2　53　23　1　3
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臨neralcoMposition　　　G1：GlassFl：FeldsparQz：QuartzHm：Heavyminerals
Shape　of　glass　　　　　　”：賠切pe　shards　C：C－type　shards　T：T－type　shards（吉川梅1976）
日eavy　m　i　neral　compos　iもk）n　　騒1竃蓼i　ot　i　te　Am：Amph　i　bole　OP：Orthopyroxene　Cp：Cl　i　nopyroxε齢融　2ド：Z　i　rcon　Ap：Apa七i　te

　　　　　　　　　　　　Oq：Opaque　旧inerals
（ピンク火山灰層は大阪府羽曳野市大黒、福田火山灰層は大阪府泉南郡熊取町五門、五軒茶屋火山灰層は滋賀県甲賀郡石部町五
軒茶屋、虫生野火山灰層は甲賀郡水口町虫生野、馬杉火山灰懸は甲賀郡甲南町上馬杉にて採取）
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三重県員弁郡付近の東海層群火山灰層（吉川ほか）

表）が良く類似し，対比可能である．

　また，両火山灰層が挟有される層準は，ガウス正磁極

期中にあり，メタセコイア植物群繁栄期の植物化石を産

出するなど，層序学的資料との類似点も多い．
　　　　　　　　　　ごけんじゃや　　ふくだ
　5．1．2　嘉例川火山灰層と五軒茶屋・福田火山灰層

　東海層群大泉累層・多良累層中に挟有される嘉例川火

山灰層は，本地域の東海層群の火山灰層の中で最も特徴

的な岩相・岩石記載的性質を示し，しかも広域に連続し

て分布することから，重要な鍵層となっている．

　本火山灰層は厚い白色のガラス質火山灰で，特にその

中部に赤紫（あずき）色の部分を挟む点に岩相上の特徴

がある．本火山灰は主にガラスからなり，ガラスは無色

透明の偏平一中間型，nニ1．499－1。502（1．501）の性質

を持っ．極微量含有される重鉱物は角閃石・斜方輝石・

不透明鉱物主体で，少量の単斜輝石・黒雲母・ジルコン

を伴う．このような岩石記載的性質は，垂直的な岩相変

化に対応して，特徴的な変化を示す．特に，中部の赤紫

（あずき）色の部分で，鉱物組成（結晶含有率の増加）

・ガラスの性質（中問型ガラスの増加）・重鉱物組成

（角閃石含有率の増加）が特徴的に変化する（第7図）．

　古琵琶湖層群草津累層中に挟まれる五軒茶屋火山灰層

とそれに対比される大阪層群最下部の福田火山灰層の岩

相・岩石記載的性質（吉川，19831YosHIKAwA，1984）

は，前述した東海層群の嘉例川火山灰層の特徴と極みて

酷似している．即ち，五軒茶屋，福田の両火山灰層は厚

い白色のガラス質火山灰層で，、中部に赤紫（あずき）色

の部分を挟む岩相上の特徴を持ち，しかも，両火山灰は

ガラス　（無色透明，偏平一中間型，n＝L498－1。5021

1．501）主体の鉱物組成，角閃石・斜方輝石・不透明鉱

物主体の重鉱物組成を示し，中部の赤紫色の部分では，

鉱物組成における結晶の増加，ガラスの形状における中

間型ガラスの増加，重鉱物組成における角閃石の増加が

認められる．

　以上述べた火山灰層の類似性から，これら火山灰層は

対比できる．なお，この対比は後述する3層群の層序・

化石・古地磁気などの層序学的資料とも矛盾しない．

　石田・横山（1969）は，本地域のパミス（筆者らの嘉

例川）火山灰層を，古琵琶湖層群のパミス（虫生野）火

山灰層・大阪層群のパミス火山灰層（新田火山灰層や

ITIHARAθむαZ．（1975）の福田火山灰層）に対比し，パ

ミス火山灰層が3層群に共通する唯一の火山灰層である

とした．この考えは，その後の森（1971b），竹村（1984）

の研究でも受け継がれている．一方，吉川（1983），

YosEIKAwA（1984）は，石田・横山（1969）のパミス

火山灰層による古琵琶湖層群・大阪層群の対比は誤りで

あり，大阪層群の福田火山灰層は古琵琶湖層群の五軒茶

屋火山灰層（虫生野火山灰層の約250m上位の火山灰

層）に対比できることを明らかにした．

　既に述べたように嘉例川火山灰層は古琵琶湖・大阪層

群の五軒茶屋・福田火山灰層に対比できる．石田・横山

（1969），森（1971b），竹村（1984）によって主張され

ていたパミス（嘉例川）火山灰層と虫生野火山灰層の対

比には賛成できない．虫生野火山灰層は，白色，ガラス

質火山灰であるが，嘉例川火山灰層の岩相上の特徴であ

る中部の赤紫色の部分は認められない，また，第2表に

示すようにガラスの屈折率（n＝L498－1．50511．503－

1．505）は嘉例川火山灰のガラスの屈折率（nニ1．498－

1．502；1．501）より高い値を示し岩石記載的性質に違い

が認められる．両者は異なる火山灰層である．

　5．1．3多良火山灰層とピンク火山灰層

　嘉例川火山灰層の約400m上位の東海層群多良累層

最上部中に挟有される多良火山灰層は，淡桃白色のガラ

ス質火山灰で中部に粗粒部を挟む特徴がある．福田火山

灰層の約100m上位の大阪層群下部に挟まれるピンク

火山灰層も同様の岩相上の特徴を有する。

　両火山灰層は，色（淡桃白色），粒度（粗一細粒）など

の岩相上の特徴の他，鉱物組成（ガラス主体），ガラス

の性質（無色透明・偏平一中間型・n＝1．498－1．501），

重鉱物組成（角閃石主体）などの岩石記載的性質（第1

・2表）が良く一致し，層序的位置関係が類似すること

により対比可能である。

　両火山灰層の挟有される層準は，松山逆磁極期中にあ

り，メタセコイア植物群の植物化石・蕊2godoηαんα一

sん‘θηsおがこの下位から良く産出するなど，層序学的

資料の類似点も多く，この対比を支持する．

　5．2　対比に基づく層序学的資料の検討

　前項で明らかにした火山灰層の対比に基づいて，従来

の層序学的資料を整理し，若干の検討を加える．

　5．2．1　動・植物化石

　員弁郡周辺地域の東海層群は，ゾウ化石を多産する．

産出層準を整理した竹村（1983），樽野・吉田（1987）

によると，畿ε8’odoηαんαS配θηS‘Sが大泉累層の其原

火山灰層直上，スシロ谷火山灰層の約50m上位，米野

■火山灰層付近の層準から産出する。大阪・古琵琶湖層

群から産出するゾウ化石（IKEBEe古αZ．，1966；樽野，

1983）の産出層準を，吉川（1983）及び居川（1986）の火

山灰層の対比に基づいて整理すると，S．αんαs配εηs♂s4）

4）樽野（1983）に基づき，S虎godoηαゐαs配θπsεs，S．sμ8‘yα耽面

　などのPαrαS6θgodoπ型のステゴドンを一括して，S惚80do几
　αゐαs尻θηs‘sと呼ぶ．
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が最初に産出する層準は福田・五軒茶屋火山灰層直下の

三ッ松・桐生H火山灰層前後の層準，後述する古地磁気

層序ではオルドヴァイ事件の層準である（第8図）．前

述の3層群の対比に基づくと，東海層群においても，福

田・五軒茶屋火山灰層に対比される嘉例川火山灰層の下

位の其原火山灰層直上からS．αんαs配eηsεsが産出し始

める．第8図に示すように，S．αんαs配eηsεsの出現す

る層準は，東海・古琵琶湖・大阪層群で非常に良く一致

する．

　本地域の東海層群から従来報告されてきた植物化石は，

竹村（1983）により累層ごとに整理されているが，火山

灰層との関係から産出層準が詳しく検討されている大阪

・古琵琶湖層群に比べ精度は悪い．

　大阪・古琵琶湖層群の植物化石の産出状況は，良く類

似している（ITIHARAθ孟αZ．，1984；古琵琶湖団研，

1983；吉川，1983）．メタセコイア植物群は，両層群の

下部では多彩な産出種をもっていて繁栄期にあるが，上

位の層準になるに従って，その産出種を減少させ，福田

・五軒茶屋火山灰層のやや上位の層準から第四紀寒冷型

の植物化石が産出し始める．

　東海層群においても，メタセコイア植物群は，最初，

多彩な産出種を持っていて繁栄期にあるが，上位の層準

になるに従って，その産出種を減少させ，大阪・古琵琶

湖層群の産出状況と比較的良く調和すると予測される．

今後，東海層群産植物化石の産出層準を火山灰層序との

関係から再整理し，大阪・古琵琶湖層群の植物化石産出

状況と比較検討する必要がある．

　5．2．2古地磁気層序及び放射年代

　第8図は，東海・古琵琶湖・大阪層群の古地磁気層序

の資料（TAKEMuRA　and　ToRII19781古琵琶湖団研，

1983；H：AYAsHIDA　εεαZ．，　1976；　HAYAsHIDA　an（1

YoKoYAMA1979；ToRIIεオαZ。，1974）を，前述の火

山灰層の対比に基づいて整理したものである．

　この図より明らかなように，ガウス正磁極期・松山逆

磁極期・ブリュンヌ正磁極期は，3層群でよく一致して

いる．

　古琵琶湖・大阪層群では，松山逆磁極期中のオルドヴ

ァイ事件は，五軒茶屋火山灰層とそれに対比される福田
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第8図　東海・古琵琶湖・大阪層群の火由灰層の対比図及び3層群の古地磁気層序，フィッショントラック年代測
　　　定値，翫ε80doη醜αsh‘θηs‘sの産出層準括弧内の数字はフィッショントラック年代測定値（Ma）
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三重県員弁郡付近の東海層群火山灰層（吉川ほか）

火山灰層直下の桐生n・三ッ松火山灰層の層準にある．

前述の対比に基づくと，オルドヴァイ事件は東海層群で

は嘉例川火山灰層の直下に存在することになる．また，

大阪層群のピンク火山灰層層準に存在するハラミロ事件

は，東海層群ではピンク火山灰層に対比できる多良火山

灰層層準に存在することになる．ただし，これらの層準

に関する東海層群の古地磁気データはないため，今後詳

しい検討が必要である．

なお，フィッショントラック年代測定値（SUZUKI，

1983；横山ほか，1980）は，第8図に示すように古地磁

気層序と比較的良く調和し，前述の火山灰層の対比と矛

盾しない．

6．まとめ
三重県員弁郡付近に分布する鮮新世後期一更新世前期

の東海層群の火山灰層序（竹村，19841宮村ほか119761

吉田，1988）に基づいて，同層群中に挟有される主要な

25層の火山灰層の岩相・岩石記載的性質を記載した．

そして，これらのデータに基づいて，近畿地方に分布す

る古琵琶湖・大阪層群火山灰層との対比を行い，市之原

火山灰層は古琵琶湖層群の馬杉火山灰層，嘉例川火山灰

層は古琵琶湖層群の五軒茶屋火山灰層・大阪層群の福田

火山灰層，多良火山灰層は大阪層群のピンク火山灰層に

それぞれ対比できることを明らかにした。
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三重県員弁郡付近の東海層群火山灰層（吉川ほか）
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